
戦
争
法
廃
止
を
め
ざ
す
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
は

15
日
、
全
国
主
要
駅
頭
で
の

一
斉
宣
伝
・
署
名
活
動
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
呼
び
か
け

に
呼
応
し
、
日
本
共
産
党
飯

能
市
委
員
会
は
東
飯
能
駅
通

路
で
、
「
と
め
よ
う
戦
争
法
！

戦
争
法
廃
止
の
新
し
い
政
府

を
！
」
の
横
断
幕
を
持
っ
て

の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
チ
ラ

シ
配
布
と
署
名
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

西
武
線
と
八
高
線
の
乗
り

換
え
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
高

校
生
、
ま
る
ひ
ろ
で
の
買
い

物
帰
り
の
主
婦
な
ど
多
く
の

市
民
が
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
、

次
々
と
署
名
に
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
野
党
を
勝
た
せ
た

い
」
と
18
歳
高
校
生

あ
る
女
性
は
、
「
安
倍
さ

ん
が
す
す
め
る
政
治
は
と
て

も
恐
ろ
し
い
気
が
す
る
。
戦

争
に
な
ら
な
い
よ
う
私
も
国

会
に
も
行
っ
て
き
た
よ
」
と

言
い
ま
す
。

３
人
で
遊
び
に
い
く
と
こ

ろ
だ
と
い
う
若
者
は
、
「
俺

は
、
戦
争
は
い
や
だ
か
ら
協

力
す
る
よ
」
と
署
名
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

あ
る
高
校
生
は
、
「
私
た

ち
に
関
係
す
る
こ
と
だ
か
ら

署
名
し
ま
す
。
今
年
の
参
議

院
選
挙
か
ら
投
票
で
き
る
ん

で
す
よ
。
戦
争
法
反
対
の
野

党
を
勝
た
せ
た
い
で
す
よ
ね
」

と
嬉
し
い
言
葉
を
残
し
て
改

札
に
向
か
い
ま
し
た
。

目
標
の
過
半
数

６
０
０
０
筆
超
え
る

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
が
提
起
し
た
２
０
０
０
万

人
署
名
は
、
目
標
と
す
る
５

月
３
日
ま
で
一
ヶ
月
あ
ま
り

と
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
地

域
、
学
園
、
団
体
が
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

飯
能
市
委
員
会
と
共
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
３
月
15
日
現
在
、

６
０
０
０
筆
を
超
え
ま
し
た
。

地
域
を
一
戸
一
戸
訪
問
し

て
３
０
０
筆
以
上
集
め
て
い

る
人
や
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝

を
し
な
が
ら
署
名
を
訴
え
る

支
部
、
知
人
や
友
人
に
郵
送

で
お
願
い
す
る
人
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
子
ど
も
の
持
久

走
大
会
、
バ
ザ
ー
で
集
め
る

人
、
返
信
用
封
筒
を
付
け
て

各
戸
に
届
け
る
行
動
な
ど
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
２
０
０
０
万
署
名
」
が

野
党
共
闘
を
後
押
し
し
、
自

民
・
公
明
安
倍
政
権
を
激
し

く
追
い
つ
め
て
い
ま
す
。
こ

の
運
動
を
さ
ら
に
、
大
き
く

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

安
倍
首
相
の
意
向
を
受
け

て
、
経
済
情
勢
に
つ
い
て
意

見
を
聞
く
「
国
際
金
融
経
済

分
析
会
合
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
陥

る
中
、
首
相
周
辺
か
ら
も
消

費
税
10
％
へ
の
再
引
き
上
げ

見
直
し
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

内
需
低
迷
の
中
、
日
本
経

済
は
、
景
気
悪
化
基
調
を
強

め
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
発

足
後
、
５
回
目
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
マ

イ
ナ
ス
成
長
、
と
り
わ
け
低

調
な
の
は
個
人
消
費
。
発
足

時
を
１
０
０
と
し
た
場
合
、

98
・
７
と
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
の
鈴
木
俊
文
会
長

は
、
「
長
引
く
小
売
業
の
経

営
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
最

近
の
消
費
を
動
向
は
バ
ブ
ル

崩
壊
期
に
似
て
い
る
。
こ
の

消
費
環
境
で
は
、
来
春
予
定

の
消
費
税
10
％
導
入
は
や
る

べ
き
で
は
な
い
」
（
日
経
10

日
付
）
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
消
費
税

８
％
増
税
や
社
会
保
障
の
負

担
増
が
家
計
を
圧
迫
し
、
内

需
を
冷
え
込
ま
せ
て
い
る
実

相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て

い
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す
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こ
れ
は
Ｓ
Ｆ
の
世

界
の
で
き
ご
と
で

す
。
近
未
来
の
日

本
は
、
学
校
の
先

生
も
国
会
議
員
も

み
な
ロ
ボ
ッ
ト
が

そ
の
仕
事
に
就
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
裁
判
官
も

そ
う
で
す
。
憲
法
や
法
律
、

学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
や

規
則
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て

お
け
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
人

間
よ
り
も
正
確
に
、
き
ち

ん
と
、
厳
格
に
職
務
を
遂

行
す
る
こ
と
が
で
き
、
間

違
っ
た
こ
と
を
す
る
心
配

が
な
い
の
で
す
▼
学
校
で

も
教
師
が
生
徒
指
導
に
悩

む
と
い
う
こ
と
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の

教
師
は
廊
下
で
生
徒
に

「
ア
ナ
タ
ハ
マ
ン
ビ
キ
ヲ

シ
タ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
ネ
」

と
囁
く
の
で
す
。
「
…
」

と
生
徒
は
黙
っ
て
い
ま
す
。

い
く
ら
弁
明
し
て
も
ム
ダ

な
こ
と
を
生
徒
は
深
い
絶

望
の
な
か
で
知
っ
て
い
た

の
で
す
▼
テ
レ
ビ
で
キ
ャ

ス
タ
ー
が
叫
ん
で
い
ま
し

た
。
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
何

者
か
に
よ
っ
て
『
日
本
暗

黒
党
改
憲
案
』
が
イ
ン
プ
ッ

ト
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
、
混
乱
を
回
避
す
る

た
め
に
ウ
ソ
ベ
首
相
は
非

常
事
態
を
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
ど
う

な
る
の
か
を
専
門
家
が
詳

し
く
解
説
し
ま
す
」
。
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争
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行
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支
部
結
成
７
周
年

記
念
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演
会

あ
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た
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う
す
る
？
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公
共
交
通
計
画
の
目

に
見
え
る
具
体
化
を

新
井

10
ヶ
年
の
公
共
交

通
計
画
も
３
年
目
を
迎
え
る
。

本
格
的
な
具
体
化
、
目
に
見

え
る
変
化
が
期
待
さ
れ
る
。

全
国
で
は
交
通
計
画
が
大
き

く
動
き
出
し
て
い
る
実
証
実

験
と
し
て
動
き
出
し
て
ほ
し

い
。
特
に
、
バ
ス
路
線
が
な

い
地
域
で
の
具
体
的
な
検
討

を
聞
き
た
い
。

企
画
総
務
部
長

28
年
度

は
、
本
市
の
公
共
交
通
を
考

え
る
場
と
し
て
、
市
民
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
で
構
成
す

る
協
議
会
を
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
業
者
と

懇
談
会
や
連
携
会
議
を

「
県
内
で
は
デ
マ
ン
ド
シ
ス

テ
ム
が
進
み
、
秩
父
、
北
本

な
ど
20
近
い
自
治
体
が
開
始

し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
業
者

等
と
の
連
携
会
議
、
懇
談
会

な
ど
を
実
施
し
て
ほ
し
い
」

と
求
め
ま
し
た
が
、
「
設
置

し
た
協
議
会
の
な
か
で
検
討

し
た
い
」
な
ど
と
明
確
な
答

弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
生
の
バ
ス
代
補

助
せ
め
て
３
割
を

新
井

山
間
部
に
住
み
続

け
ら
れ
る
定
住
政
策
、
子
育

て
支
援
と
し
て
も
通
学
バ
ス

代
助
成
制
度
の
拡
充
は
非
常

に
重
要
。
多
く
の
自
治
体
が

実
施
し
て
い
る
３
ヶ
月
定
期

代
の
３
割
の
補
助
、
対
象
者

を
大
学
生
ま
で
広
げ
、
地
域

も
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

教
育
部
長

来
年
度
消
費

税
の
10
％
増
税
が
予
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
増

額
等
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

山
間
地
域
で

移
動
販
売
振
興
事
業

新
井

実
施
計
画
で
は
、

「
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

移
動
支
援
の
検
討
や
流
通
事

業
者
等
と
連
携
し
た
買
い
物

支
援
な
ど
地
元
、
企
業
、
団

体
等
幅
広
い
連
携
の
も
と
、

地
域
に
適
し
た
方
策
を
検
討

す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
の
支
援
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
も

多
い
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ

て
は
、
国
の
支
援
も
受
け
ら

れ
る
。
地
域
の
お
店
や
コ
ン

ビ
ニ
、
生
協
、
個
人
事
業
主

に
よ
る
宅
配
業
者
等
と
の
連

携
な
ど
で
、
買
い
物
支
援
事

業
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
部
長

商
工
会
、
商

店
連
盟
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
。
採
算
性
が
あ
わ
な

い
と
言
う
も
の
で
実
施
は
名

栗
地
域
の
み
だ
っ
た
。
数
店

舗
で
注
文
販
売
を
実
施
、
利

用
者
は
重
宝
し
て
い
る
が
エ

リ
ア
の
拡
大
は
難
し
い
と
の

こ
と
。
運
搬
等
の
負
担
軽
減

が
で
き
れ
ば
実
現
可
能
な
支

援
と
な
る
。
今
後
、
庁
内
関

係
課
、
社
協
等
と
の
連
携
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
含
め
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。

防
災
無
線
の
聞
こ
え

な
い
家
庭
に
防
災
ラ

ジ
オ
の
貸
与
を

新
井

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
何
度
か
取
り
上
げ
て

き
ま
し
た
が
、
「
研
究
し
て

い
く
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

近
年
、
大
き
な
災
害
が
頻
繁

に
起
き
て
い
る
。
防
災
無
線

が
聞
き
取
り
づ
ら
い
、
何
か

あ
っ
た
と
き
に
役
に
立
た
な

い
と
い
う
声
は
、
山
間
部
だ

け
で
な
く
、
市
街
地
で
も
よ

く
耳
に
す
る
。
近
年
、
防
災

ラ
ジ
オ
を
導
入
す
る
自
治
体

が
増
え
、
日
高
市
で
も
導
入

し
て
い
る
よ
う
だ
。
検
討
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
監

防
災
行
政

無
線
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
点

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、

防
災
ラ
ジ
オ
も
有
効
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
国
で

も
推
奨
す
る
動
き
が
あ
る
の

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て

の
準
備
の
中
で
検
討
し
た
い
。

28
年
度
か
ら
10
年
間
の

飯
能
市
第
５
次
総
合
振
興
計

画
が
始
ま
り
ま
す
。
国
の
進

め
る
地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
総
振
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

ま
す
。
市
の
考
え
方
を
質
し

ま
し
た
。

滝
沢

計
画
の
中
で
も
消

滅
可
能
性
都
市
か
ら
発
展
可

能
性
都
市
へ
飯
能
を
変
え
る

と
し
て
い
る
。
消
滅
可
能
性

都
市
の
問
題
だ
が
、
一
昨
年
、

日
本
創
成
会
議
の
人
口
問
題

検
討
分
科
会
が
２
０
４
０
年

ま
で
に
８
９
６
市
町
村
が
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
発

表
し
た
。
飯
能
市
も
そ
の
一

つ
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
受
け
止
め
は
。

市
長

市
長
就
任
前
の
大

き
な
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
飯
能
市
を
し
っ
か

り
発
展
可
能
性
都
市
に
す
る

と
い
う
私
の
意
気
込
み
は
最

高
潮
に
達
し
た
。
第
５
次
総

振
で
「
変
え
る
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！
変
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る
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い
う
題
名
を
つ

け
た
。
中
身
は
「
変
え
る
１
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！
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わ
る
１
年
」
の
10
倍

で
あ
る
。
１
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年
変
え
る

と
い
う
気
持
ち
が
変
え
る
10
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に
な
る
と
思
っ
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る
。

滝
沢

国
の
狙
い
は
、
危

機
感
・
不
安
感
を
煽
り
立
て
、

更
に
地
方
自
治
体
を
再
編
し
、

拠
点
自
治
体
に
財
源
と
権
限

を
集
中
し
て
弱
小
自
治
体
の

面
倒
を
見
さ
せ
る
「
高
次
地

方
都
市
連
合
で
機
能
分
担
・

連
携
」
や
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
論
を
持
ち

込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
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長
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い
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し
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、
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ル
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を
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っ
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持
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、
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を
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成
に
も
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い
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い
。

国
の
進
め
る
「
地
方
創
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」
「
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市
地
域
創

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は

「
飯
能
市
地
域
創
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
国
の
「
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ち
・
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と
・
し
ご
と
創
生
総
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」

を
勘
案
し
、
人
口
減
少
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克
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の
推
進
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目
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に
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る
も
の
と
し
て

い
る
が
、
飯
能
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と
し
て
の

独
自
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。
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長
室
参
事
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縮
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、
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デ
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の
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に
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支
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事
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。
運
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の
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が
で
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れ
ば
実
現
可
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と
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る
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関

係
課
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の
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な
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何
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の
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街
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治
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、
日
高
市
で
も
導
入

し
て
い
る
よ
う
だ
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状

況
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つ
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た
い
。
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無
線
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取
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点

を
補
完
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る
も
の
と
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て
、

防
災
ラ
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有
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で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
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国
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も
推
奨
す
る
動
き
が
あ
る
の

で
、
デ
ジ
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ル
化
に
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て

の
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備
の
中
で
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。
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国
の
進

め
る
地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
総
振
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

ま
す
。
市
の
考
え
方
を
質
し

ま
し
た
。

滝
沢

計
画
の
中
で
も
消

滅
可
能
性
都
市
か
ら
発
展
可

能
性
都
市
へ
飯
能
を
変
え
る

と
し
て
い
る
。
消
滅
可
能
性

都
市
の
問
題
だ
が
、
一
昨
年
、

日
本
創
成
会
議
の
人
口
問
題

検
討
分
科
会
が
２
０
４
０
年

ま
で
に
８
９
６
市
町
村
が
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
発

表
し
た
。
飯
能
市
も
そ
の
一

つ
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
受
け
止
め
は
。

市
長

市
長
就
任
前
の
大

き
な
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
飯
能
市
を
し
っ
か

り
発
展
可
能
性
都
市
に
す
る

と
い
う
私
の
意
気
込
み
は
最

高
潮
に
達
し
た
。
第
５
次
総

振
で
「
変
え
る
10
年
！
変
わ

る
10
年
」
と
い
う
題
名
を
つ

け
た
。
中
身
は
「
変
え
る
１

年
！
変
わ
る
１
年
」
の
10
倍

で
あ
る
。
１
年
１
年
変
え
る

と
い
う
気
持
ち
が
変
え
る
10

年
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

滝
沢

国
の
狙
い
は
、
危

機
感
・
不
安
感
を
煽
り
立
て
、

更
に
地
方
自
治
体
を
再
編
し
、

拠
点
自
治
体
に
財
源
と
権
限

を
集
中
し
て
弱
小
自
治
体
の

面
倒
を
見
さ
せ
る
「
高
次
地

方
都
市
連
合
で
機
能
分
担
・

連
携
」
や
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
論
を
持
ち

込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長

経
緯
は
、
私
に
は

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ

た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
。

や
る
気
と
い
う
気
持
ち
を
し
っ

か
り
持
っ
て
、
一
年
一
年
を

大
成
に
も
っ
て
い
き
た
い
。

国
の
進
め
る
「
地
方
創

生
」
「
飯
能
市
地
域
創

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は

「
飯
能
市
地
域
創
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
国
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
勘
案
し
、
人
口
減
少
の
克

服
と
地
方
創
生
の
推
進
を
目

的
に
策
定
す
る
も
の
と
し
て

い
る
が
、
飯
能
市
と
し
て
の

独
自
の
施
策
は
。

市
長
室
参
事

本
市
で
は

市
街
地
、
田
園
地
域
、
中
山

間
地
域
、
山
間
地
域
と
様
々

な
特
性
を
有
し
日
本
の
縮
図

と
も
言
え
る
こ
と
か
ら
、
本

市
の
創
生
な
く
し
て
日
本
の

創
生
な
し
と
の
思
い
で
、
飯

能
市
か
ら
始
ま
る
日
本
の
創

生
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

は
独
自
性
を
持
っ
た
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

「
地
方
創
生
」
、
国
の

真
の
狙
い
は
道
州
制
の

導
入

滝
沢

２
０
１
４
年
12
月

の
総
選
挙
に
向
け
た
自
民
党

の
政
権
公
約
で
は
道
州
制
の

導
入
を
進
め
る
と
し
な
が
ら
、

導
入
ま
で
の
間
は
地
方
創
生

の
視
点
に
立
ち
、
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
の
役
割
分
担

を
整
理
し
、
住
民
に
一
番
身

近
な
市
町
村
の
機
能
強
化
を

図
る
と
し
て
い
る
。
基
礎
自

治
体
の
合
併
が
進
ま
な
い
中

で
、
連
携
中
枢
都
市
圏
を
指

定
し
道
州
制
に
進
め
る
の
が

国
の
狙
い
で
は
な
い
の
か
。

市
長
室
参
事

市
と
し
て

は
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に

生
か
し
た
地
域
の
創
生
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
し
、
発
展
可
能
性
都
市

を
目
指
す
こ
と
が
最
優
先
す

べ
き
こ
と
と
考
え
、
道
州
制

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
全
力

で
取
組
ん
で
行
き
た
い
。
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山
間
地
域
の
切
実
な
課
題
取
り
上
げ

新
井
た
く
み
の
一
般
質
問

山
間
地
域
の
切
実
な
課
題
取
り
上
げ

新
井
た
く
み
の
一
般
質
問

国
に
惑
わ
さ
れ
ず
真
の
「
地
域
創
生
」

滝
沢
お
さ
む
の
一
般
質
問

国
に
惑
わ
さ
れ
ず
真
の
「
地
域
創
生
」

滝
沢
お
さ
む
の
一
般
質
問


